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いる。それは、日本語の一部として、幼い時からそれらを受容しているからである。幼稚園児でも相当な漢字を知っている場合があり、小学生でも、 「入学」 「学校」 「授業」というような漢語を使いこなす。また、漢語（熟語）は構造として漢文でもあるため、日本人はいつの間にか漢文を読んでいる。 「入 」は「学に入る」ことであり、小学生でもそのように意味を理解している。つまり小学生も漢文を読んでいるの ある。
日本人は、 漢字・漢語・漢文を 語の一部として身につけている。






歌の前半、 「冥きより冥き道にぞ入りぬべき」 は、 『法華経』 化城喩品
けじょうゆぼん











73（     ）
「聴」―（意識的に） 「きく」「聞」―（無意識に） 「きこえる
漢語のこのような区別を、日本人は理解している。 「視聴覚教室」













































































れか）の縁起にまつわる説話である。三谷郡の大領（長官）の先祖が、百済滅亡を救うための派遣軍に動員されたとき（六六一年） 、無事に帰国できたら寺を建立するとの誓願を立て、無事に弘済禅師をともなって （六六三年）した後、三谷寺を建 し 。その後、弘済禅師は仏像を造るために都に上り、黄金など必要なものを買って、難波の
( 73 )
74（     ）
津に還ってきたとき、大きな亀四匹が売られていたので買い取って放してやった。
難波の津から船に乗って海を渡って行くと、夜更けに舟人が（黄金
などを強奪しようと）欲を起こし、備前の骨島（所在不明）のあたりで童子ら 海に投げ入れ、禅師にも海に飛びこむよう迫った。禅師は無事を祈って海に入った。水が腰のあたりまできたとき、石が脚に当たった。暁に見 みると、亀が背負ってくれているのだった。中の浦（岡山県浅口郡金光町占見あたり）で禅師を降ろすと、その亀は三回頷いて去って行った。これは、放してやった亀が恩に報いてくれたのだろうと弘済禅師は思った。 〔以下については略〕
「亀の恩返し」の説話である。弘済禅師は仏に祈って、海に身を投























で一匹の白い亀を買った。その身の丈は四五寸（一〇センチあまり）だったが、養っているうちに次第に大きくなってきた で、これを長江に放してやった。邾城が敗れ滅んだとき、亀を養っていた軍人は、鎧をつけて刀を持 まま（死を決意して）水中に身を投げた。すると一つの石の上に落ちたと感じたようであった。その石のようなもをじっと見てみると、なんとそれは先に養ってい 白い亀で、身の丈はもう五六尺（二メートルあまり）になってい 亀が軍人を送長江の東岸に至ったので、軍人はついに難を逃れること で た
『晋書』は、唐代初期、房玄齢（五七八―六四八）らによって編
ぼうげんれい
纂された歴史書であるが、それ以前の複数 『晋書』に基づい る。右の文章も、相当に古い「記録」であろう。 『晋書』では、足元の石のようなものを見つめた軍人の様子は、 「視之、乃先所養白亀」 （れを視るに、乃ち先に養う所の白亀にし ）と記されて る。これは『日本霊異記』の「其の暁に見れば、 負へり」に対応し だが、 「其の亀三頷きて去る」に対応する『晋書』の記述は無い。つり、 『晋書』からは、 「亀が頷いてから去って行った」 いう肝心な部分が出てこない である。
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にこれを視るに、乃ち是れ先に放つところの白亀にして 甲六七尺なり。既に東岸に抵り、頭 出 此の人を視 徐
いた
おもむろ
游ぎて去る。中江にして猶お首を回らし、此 人を視 没す ）
これによれば、事件は、晋の咸康年間（三三五―三四二）のことと
される。毛宝に仕えていた一人の軍人が、一匹の白い亀の子を買い取り、やがて長江に放してやっ 。そ 後、北朝の石季龍によって邾城が陥落すると、先の軍人は他の人々とともに長江に身を投げた。すると、石の上に落ちたように感じられ、しかもそれは、すぐに泳ぎはじめた。中流（川の中ほど）でそれを見つめると、 以前放してやった白い亀であった。やがて東岸 至ると、 （軍 を降ろし）この人をじ と見つめて、ゆっくりと立ち去って行った。川のなかほどまで行ってもなお振りかえって この人をじっと見つめて、水 中 消えて行った。
この小説では、亀は「出頭視此人、徐游而去。中江猶回首、視此人
而没」 （頭を出して此の人を視 徐に游ぎ 去る。中江にして猶お首を回らし、此の人 視て没す）と、幾度も軍人を「視」てから去て行った。これが、 『日本霊異記』の「其 亀三頷き 対応していると考えら る。つまり『日本霊異記』 弘済禅師 亀 ストーリーは、 『晋書』によ ではなく、 『捜神後記』 よっていである。
亀は何となく「見」ていたのではなく、じっと「視」ていた。 『日






























れたが立派に戦うことができずに敗退し、その後、都は陥落し、叛乱軍に占領されて、皇帝をはじめ沢山の人々が殺されるという事態になった。皇族の一人の元帝が叛乱を平定して、庾信は元帝に仕える。当時は南朝と北朝に分かれて争っていた時代で、且つ北朝は東魏（後に北斉）と西魏（後に北周） 分かれ 争っていた時代だった で おそらく国境交渉のため 、国使として北朝の西魏に赴く（五五四年 。だが の間に西魏が梁 攻め込み、当時の梁都江陵（湖北省荊州市）
こうりょう
は陥落して、元帝 殺されてしまう。庾信はちょうど 使者て行っていたので、帰るべき国を失い、やむなく北朝の西魏に、まその禅りを受け 北周に仕えて生きることになる。二つ 事件 侯
ゆず





















































他者をみつめることによって、 自分を前に進める試みをも行っている。もちろんここでの他者は、日本と中国という異質の文化的背景 持つ他者ということではないが、自己との本質的な異質さ 持つ存在とし
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私は試みに良き馬に鞭をあて、この五丈原へと登ってきた。城が見えるのは今も残る旧い県だろう、樹の無いあたりは新しい村なの ろう。水は蘭池の船泊りに向かって流れて行き、夕日は細柳園 方に傾きかけている。涸れた水辺は沙の道に通じていて、冷たげな堀は水門を閉ざし ままだ。（諸葛亮は）ただ英主（劉備）の下で風雲に乗じて活躍することができたのだから、どうして人の世 得失を論ずる必要が ろう 。
思い立って五丈原の古戦場に登ったときの作である。沈鬱で寂寥
とした、音の無い風景が広がっている。この寂しい景色の描写は、庾信の心中に去来した思いを暗示する。極言すれば諸葛亮は敗北した英雄である。天下三分の計も、最後は破綻した。では、 の存在は無意味だったのか。諸葛亮という英傑の存在は、この寂しい景色 中に、既に影も形も無い だが、 「 雲」 （臣下が名君に出会って存分に活躍する喩え）に乗じて思い ままに生きたのだから、そ 自体が諸葛亮の存在の意味だった――その結果への評価 必要 無い――と思い至った である。
この詩は、まずは諸葛亮への鎮魂の詩であろう。次いで、自己の











































教関係の文章を、聖武天皇自身が天平三（七三一）年に筆写 たもので、奈良の正倉院に一四〇〇年近く伝 きた だった そ「周趙王集」と題されて、北周趙王宇文招の文章七篇、実際には一〇篇が伝えられていた。趙王は誠実な仏教徒で、仏教にかかわる文章を書いていたため、文集 一部分が、聖武天皇によって書き写されていたのだった。
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全ての否定「百非」 、仏教で 、その無数の否定の先 、常識を超


























81（     ）
能にした、と言える。もちろんそれは可能性であって、それを実現したのは日本人である。どのような文化的な影響も、実はそれを受けとめる側 人間の膨大な営為無しには新しい花を開くことはない。影響を受け というのは、新しい次元を開くことである。日本人 漢文訓読によって中国古典を日本語に〈内在〉化させ、そのことによって日本語と日本文化の新しい次元を開いてきたのである。
（東京女子大学名誉教授）
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